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会  議  録 

会 議 名 平成２８年度第１回小金井市民交流センター運営協議会 

事 務 局 市民部 コミュニティ文化課 

開 催 日 時 平成２８年７月１２日（火） １８時３０分～１９時４５分 

開 催 場 所 ８０１会議室 

出 席 委 員 

小林真理委員長 

中重久子委員 

福沢政雄委員 

益田智史委員 

大久保勝征委員 

鈴木輝一委員 

桑谷哲男委員 

藤本裕委員 

欠 席 委 員 増田章夫副委員長 

事 務 局 員 

１ 小金井市 

  コミュニティ文化課長 平岡良一 

  コミュニティ文化課文化推進係 髙橋航 

２ 市民交流センター指定管理者 

 （１）野村不動産パートナーズ株式会社 

   施設管理マネージャー 栁町匡俊 

 （２）サントリーパブリシティサービス株式会社 

   館長 天羽麻里子 

   支配人 松本美樹 

傍 聴 の 可 否  可 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
 傍聴者数 ０人 

会 議 次 第 

（１）前回議事録の報告 

（２）平成２７年度事業報告について（報告） 

（３）平成２８年度事業の状況について 

（４）その他 

会 議 結 果 別紙のとおり 

会 議 要 旨 別紙のとおり 

提 出 資 料 

（１）平成２７年度第２回議事録 

（２）平成２７年度小金井市民交流センター事業報告書 

（３）平成２８年度中間事業報告書 
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１ 議題へ入る前に事務局から説明 

⑴  事前配布資料の確認、当日配布資料を含む配付資料の確認を行った。 

 

議題 

１ 前回議事録の確認 

  特段の質疑なし 

 

２ 平成２７年度事業報告について（報告） 

 指定管理者から平成２７年度事業報告について説明の後、事務局から収支差額におけ

る成果配分について説明を行い、その後に質疑を行った。 

 ・ 委員から「成果配分における市への収入については、一般財源の中で使用されるの

か特定の文化活動のために使用されるのか」という質問 

  → 事務局から「市における議論の結果、一般財源として使用される」と説明 

  → 委員から「金額の分配方法及び他の指定管理者における取り扱いについて教えて

ほしい」という質問 

  → 事務局から「収支差額においてプラスとなった部分について千円未満を切り捨て

て等分に分配を行うが、市の体育施設については同様の方式を採用していたものの、

黒字に転じることがなかった。近隣市である西東京市のこもれびホールが同様の方式

を採用している」と説明 

  → 委員から「民間企業が指定管理者として参入しているのだから一定程度の成果は

認めるべく成果配分額をあらかじめ検討しておくべきではないか」という意見 

  → 事務局から「一定額を検討することは妥当な額を決定することが困難なため、単

純に等分にすることとした。」と回答 

  → 委員から「成果配分を行うにしても、なんらかの形で文化事業へ還元できるよう

なことを検討すべきだ」という意見 

  → 委員から「市直営で行えないような高度な専門性のある事業を指定管理者が行っ

ていることについての理解を進めてほしい」という意見 

 ⇒ 上記の意見を踏まえ、運営協議会として、次のとおり意見等をまとめた。 

１ 成果配分金については文化事業への還元をすること。（要望） 

２ 指定管理者が行っている事業が高度な専門性を持つものであることの理解を

進めること。（意見） 

 

３ 平成２８年度事業の状況について 

  指定管理者から平成２８年度事業の状況について説明の後、質疑を行った。 

 ・ 委員から「来館者数や稼働率が伸びている中で、指定管理料は据え置きとなると質

の低下になりかねない。サービスの低下を防ぐよう、指定管理者の人員体制を検討し

てほしい」という意見 
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・ 委員から「子ども向けの事業については継続して取り組んでほしい」という意見 

・ 委員から「青少年のためのリハーサル公開や日曜カフェはとても良い企画で継続し

てほしい。さらに一歩進めて、助成金などを活用して手ごろな価格帯での気軽に入れ

るような企画もお願いしたい」という意見 

・ 委員から「火災訓練以外にも地震などの発生に伴う避難訓練やテロ対策を想定した

訓練なども行う必要があるのではないか」という意見 

 →指定管理者から「ホールで行っている訓練は火災や地震を想定した避難訓練が主と

なっており、サミットの時期に合わせて小金井警察からもテロ対策訓練の依頼があっ

たが、日程が差し迫る中での依頼であったため開催へとは至らなかった。機会を見て

開催したい」と回答。 

 ⇒ 上記の意見を踏まえ、運営協議会として、次のとおり意見をまとめた。 

１ 稼働率が高まる中でも人員体制を工夫し、サービスの質を維持してほしい。 

２ 子ども向けの企画には継続して取り組みつつ、企画における価格帯も検討し

てほしい。 

 

４ その他 

・ 事務局から今回の運営協議会にて、現委員の任期での開催が最後となる旨報告。 

・ 次回運営協議会については次期委員を決定した後に日程調整を行う旨報告。 


